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团 I □□□□□□□□□□□□□□□回 


設置場所の周迎こ可燃物(木製の壁やたななど)びある場合。 


警告 


可燃性の壁に直接タイルやステンレス板を貼り付けた場合でわ伝熱のため可燃物び炭化し、乂 
災となるおそれびありますので必ず ■側巧 flEEl を行う A 

高火力]ン□観斷、511す W 

火災のおそれびあります。 


必ず守る 


防义巧置1 


◊可燃物(壁*たななど)から離す。 

※印の寸法はトッププレート面より上方の寸法をさす。 


《 ] 日日 cmlU 上 


1已 cm じ(上 



防义措置2 


◎防乂措置1の条件を満たせない場合。 


敏化 
言口 


壁からの離隔距離びとれない場合は、必ず東京ガス指定の防熱板(別売品)を取り付 
けて防火措置を行う 
火災のおそれびあります。 


〇 

必ず守る 


側面-背面 


防熱^板① icml ； (上の空 間- ►! 卜 /防~ 熱板② 

3日 cm 

■ !；( 上 

L ド 下 

[ , 日 cml ^ 上 


脚 


1 cmlU 上の空間 


防熱板③ 


調理台’流し台などの側面 


《8日 cmlU 上 
1己 cm じ(上 


下 


1己 cm じ(上 


防熱板④ 


1己 cm じ(上 



' 日 cml ソ上 


別売防熱板 


※印の寸法はトッププレート面より 
上ちの寸法をさす。 


別売防熱板の種類（ステンレス製 0.5 mm ) 

\ 

コード番号 

局さ ( mm ) 

幅 ( mm ) 

① 

LP 0 105 

350 

600 

② 

LP 0 106 

350 

己3己 

⑤ 

LP 0 107 

己己0 

900 

④ 

LP 0 108 

150 

己00 


-防熱板は4種類用意しております。 

•用途に適した防熱板を選んでいたださ、正しく取り 
付けてください。 

※取り付け方剤ま別売の防熱板に同こんされている「取 
付説明書」をご覧 < ださい。 

※防熱板のお求めは、お買い上げの販売店または、わ 
よりの東京ガスにお問い合わせください。 
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ガス接続について 


〔 ガス接続について ) I ガス接続は下記事項を必ず守り接続してください。 ~ 



ゴム管はガス用ゴム管(検査合格マークまたは、 」 IS マ 
ークの入っているもの）を使用し、赤い線まで差し込ん 
でゴム管止めでしっかりと止める 


ガスコードを使用する場合は、ス U ムプラグおよびガ 
スコー ドの取扱説明書に従って正しく接続する 


ゴム管は高温部に触れたり、折れたり、ねじれたりし 
ないようにでさるだけ短くして機器の下を通したり、 
機器に触れないように使用する 


ゴム管の継ぎ足しやこ又分岐はしない 


ひび割れたり、差し込み□びゆるくなったゴム管やビ 
—ール管は使用しない 


ホい線 ゴム管 



ホースエンド ゴム管止め 

ホい線機器用ス U ムプラグガスコード 





ホース エンド 


〇 

必ず守る 

〇 

必ず守る 


0 

禁止 

0 

禁止 



接続□に巧れやゴ S びないようにする 
ガス漏れの原因になります。 

ゴム管はガス用ゴム管(検査合格マークまたは、 」 IS マークの入っているものは、とさどさ (6 ケ月に]回程度) 
点検し、ちくなったゴム管は新しいゴム管に交換する 
ガス漏れの原因になります。 

迅速継手を使用する場合は、機器のガス栓のゴム管□により接続具び異なります 
接続はお買い上げの販売店または、わよりの東京ガスに依頼してください 


こお部屋のガス栓について） 



警告 


ガス栓び"開閉つまみのない「ガスコンセント」"の場合、下記の要領で「ガスコンセント」をガスコード 
などに取り付けると自動的に開栓し、取りはずすと自動的に閉栓するようになっています。 


取り付け方法 

ガスコードなどのガス栓用ソケット側を上図のようにガスコンセ 
ントに"カチッ"と音びするまで差し込みます。 

取りはずし方法 

ソケットをはずすとさは、左図のように而たを押します。 
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国 □□□□□□□ 


c 鍋の選びかた ） 


鍋などの種類 

煮もの 
な ど 

炒めもの 
油料理など 

f ※曰 1 

1 油の 量: 200 mUlhj 

温調機眉 

じ 

揚げもの 

政國 

い 由の 量: 巳00 mL 飞 

1 〜 1000 mU 

湯わかし 

巧國 

f 油の 量: 巳00 mL 飞 

1 〜 2000 mU 

炊飯 

政國 

(米の 量： 1〜3合） 

アル S 製の網-文化絹 

〇 

〇 

〇 

〇※2 

〇 

深めのもの 

ホー□一 • 巧ち出し- _ 

ステンレス(厚手)の鍋 

〇 

〇 

〇 

〇※2 

〇※4 

深めのもの 

ステンレス 

(薄手：鍋底厚み 2 mm 未満)の鍋 ===== 

〇※3 

X 

X 

〇※2 

〇※3 
深めのもの 

無水鍋 

(ステンレス厚手鍋） 建と 

〇※1 

〇 

X 

〇※2 

X 

鉄製の鍋. ^ 

中華鍋. ぷ^^ 

〇 

〇 

〇※6 

X 

X 

± 鍋. 

厅 -/■) 锅. c |^ Li - 

〇※1 

X 

X 

X 

〇 

おかゆのみ可能 

離ス容器^^ しぶ J 

やかん M 

— 

— 

— 

〇※2 

— 


〇 :適しています 。X :適していません。（温度を正しく検知しない場合びあります。） 

※ l :途中消火したり、焦げつく場合びあります。 

センサー解除モード （1 8ページ）にすると途中消火せず使用でさます。 

(焦げつさ自動消火機能びはたらかないため、焦げつさびさつくなりますので注意してください。） 
《2 :必ず而たをしてください D 
《3 :焦げつさびさつくなります。 

《4:ホー□一鍋の場合、焦げつく場合びあります。 

※己：油料理の場合の油の量を示します D 

《6 :中華鍋は底の平らな中華鍋を使用してください。 

Q 中華鍋について ） 

◊鍋底と温度センサーび密着していることを確かめてから使用してください。 

◊中華鍋の種類や使いかたによっては鍋び安定せず、温度センサーび正しくはたらさません。 

このようなとさは、別売の中華鍋用補助ごとくを使用すると鍋び安定して使いやすくなります。 
※中華鍋によっては別売の中華鍋用補助ごとくを使用すると、温度センサーに 
密着しないちのびあります。 

この場合、鍋なし検知 (46 ぺージ参照)びはたらき点火することびできません。 

コン□のセンサー解除モードを使用してください。 （20 ページ） 

※中華鍋を煙び出るまで予熱する場合は、コン□のセンサー解除モードを使用 
してください。 


中華鍋用補助ごとく 
_ (別売部品） _ 

'〇 
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o ガス栓を全開にずる 


0ごとく中央に鍋やフライパン 
などを置く 


鍋などをごとくに置いていないと点火し 
ません。 



点火前に温度センサーび鍋底に密着して 
いることを確認してください。 


SuQs. 


包巧す 


電源ボタンを 


、■み 


電源 

切/入 


\ピツ/ 


微調節 長押し 


[□ン□微調節/□ック機能ボタ> 




小さなお子さまのいたず!5や誤作動を防止するために、操作を□ックすることができます。 


◊電源び入っている状態で使用して 
いないときに、□ック機能ボタンを 
3秒 liUiJ 甲すことで□ックの設定/ 
解除びでさます。 


◎□ックの設定 



◎□ックの解除 



※□ック状態で電源を切つても（オートノ くワーオフしても）、□ックは解除されません。 
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コン□のほいかた 



ごとく中央に鍋などを置く 



コン□操作部 


CD タイマー 

■ 

左コン □ 1 
0200 

0180 

0160 〇 自動消义 
〇140 〇汾保温 

ちコン □ 

0200 

0180 

〇 おかゆ 〇1 6〇 〇自動消义 
〇 ごはん0140 〇汾保温 


- + 

揚げ 

ちの 

湯ね 

かし 

炊飯羣 J 

湯ね 

かし 


〇 

' m-m 

M し) 

〇 

的-解席' 

(3 Mb ), 


センサー解除丰一 


C 調理をずるとをのお願い） 


逸注意 


みそ汁やカレー、ミートソースなど、とろみのある料理を煮たり温めた A 
りするときは、乂力を弱めにして、よくかき混ぜる W 

強火で急に温めると、鍋底に沈んだみそやルーなどび突然噴さ上びり、 

鍋びはねあびって やけどをする原因になります。 （とくにだし入り豆みそ 
(ホみそなど)のとさは注意してください。） 


◊炒めもの(野菜炒め、目玉焼き、八ンバーグなど)をずる場合は、 

1分程度予熱ずる。 

•予熱時間び長すざたり短すざたりすると、安全機能びはたらさ、弱火 
になったり消火する場合びあります。 

◊きんぴ!5ごぼう•インスタント焼きそばなどは、センサー解除モードで調理ずる。 

•水分び蒸発しても力臟を続ける料理の場合、焦げつき自動消火機能びはたらき消火することびあります。 

◊揚げものは揚げものモードで調理ずる。 

•揚げわのモードを使わずに多めの油を加熱すると、機器び煮もの調理と判断し、低い温度で 
自動消火することびあります。 
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0 点义 


• 0 0 0 0 0 ‘ 


な 



©义力調節 


点乂のが態 



0 0 0 0 * 

な A 


•0 0 0 10^ •ooooo" 


消乂の状態 


点乂時の乂力表示 

1〇00参〇1. 1〇000参11 

〇 〇 




点乂後約 3 日分毎にブヴー音 
『ピピピッ』で使用中である 
ことをお知らせします。 


120分間連続使用すると、消し忘れ消义 
機能びはた5を自動消义します。 

自動消义した後、必ず点义/消义ポタンを 
r 消义のが態 J に戻してください。 

※自動消乂する時間は変更できます。 （5 日ページ） 

高义カ コンロ 標準 コンロ 



点乂後、乂力を微調節したいとをは 


◊点火後(コン□点火/消火ボタンの上にある） 
コン□微調節ボタンを押し、火力調節すると、 
火力をさらにこまかく調節することびでさます。 
※すべてのコン□び火力微調節状態になります。 

◊コン□微調節ボタンを再度押すか、すべての 
バーナーを消火すると、火力微調節状態は解 
除されます。 



直义料理(あぶりもの)、いりもの料理、ホ少めものをしたいときは 


◊直乂料理(あぶりもの)や、いりもの料理、 I 炒めものをしたいときは、センサー解除モードに 
して < ださい。 


センサー解除モードとは 

-安全機能(焦げつさ自動消火-天ぷら油過熱防止-鍋なし検知： 45〜46ページ)を一時的に作動させ 


ない(解除する） f ー ドです。 

•直乂料理(あぶりわの)や、いりわの料理、炒めわの(鍋をひんぱんに上げる料理）をする場合や、鍋底 
のへこみび大さく温度センサーび鍋底にあたらないよラな鍋を使いたいといラ場合にセンサー解除モ 
ードをお使いください。 

※温度センサーや鍋などの異常過熱を防止するために温度センサーの温度び上びりすざると、自動的に 
火力を調節したり、ガスを止め消火したりすることびあります。 


点火後、|1/1|を3秒1^(上押してください。 


最長目〇分間連続使用すると、安全機能により自動消乂します。 

※消し忘れ消乂機能の設定時間(已日ぺージ)により、連続使用巧旨雕間は異なります。 



\ピピピ y 


警告 


センサー解除モードを使用するときは、揚げものなどの油調理はしない A 

センサー解除モードは天ぷら油過熱防止機能の消火温度び高くなってい 
ますので、調理油び過熱され 乂災の原因になります。 
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タイ 7 —モード 



ごとく中央に鍋などを置く 



コン□操作部 


〇タイマー 

■ 

1 

左コン □ ’ 

0200 

0180 

〇160 〇 自動消义 
〇140 05 分保温 

ちコン □ 

0200 

0180 

〇 おかゆ〇160 〇 自動消义 
〇 ごはん0140 〇汾保温 

- + 

揚げ 

ちの, 

湯わ 
，かし 

臟觀 

湯ね 

かし， 

£ 蜂 


〇 

じント 解協 1 

削)巧し), 

〇 

t 州-解除 
1(3 麵し)| 


もも 
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0 点义 


0 0 0 0 0 



Q コン□を 
選がする 


0タイ7—を 
設定する 


点乂の状態 


のタイマー 1 

mj 

点滅^ 

日 


、血 〇15?^ 



V 


のタイマー 

m 


-k 


だ 


f 設定卜- 


1〜99分 
(1 分刻み） 

押し続けると、 

1日分刻みで変 
わ0ます。 


圍 



を押す毎に切り替わります。 


を g 装を 


Hgi 


※設定でさるコン□は]ヶ所です。 
※居] • E ] を押すか、約]日秒たつ 
と、タイマー表示び点灯に変わり、 
コン□び決定されます。 

※火のついていないコン□と、炊飯- 
湯わかし f ー ド中のコン□は選 
択でさません。 


\ピ、グ 

タイマーび作動中でち、タイマーの変更 
は可能です。（連続使用可旨雕間はに0分、 
センサー解除モード使用時は60分です。） 

※上記の連続使用可能時間は、工場出荷 
時の時間です。 

自動消火する時間を変更した場合は、セ 
ンヴー解除モード使用時のタイマー連続 
使用可能時間ち変わります。（日日ページ） 


I 後了 30秒前 


< 



ピピ、;^ 


移康示になります。 


自動消义(タイマー終了） 


タイマーモードの取り消し 


タイマーモード中にを押すと、タイマー表 
示とランプび消え、タイマーモードび取り消され 
ます。 



※タイマーモードを取り消しても消乂しません。 



ブヴー音『ピー』とタイマー表术とフンプ 
の点滅でお知らせした後、消灯します。 

0点义/消义ボタンを 
r 消义のが態 J に房す 

•〇〇〇〇〇^ •〇〇〇〇〇^ 

(IN 0 


消乂の状態 
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揚げをのモード 


ごとく中央に鍋などを置く 



適した鍋 


直径：18〜24 cm 
種類：天ぷ5鍋 

底の平5な中華鍋 
鉄やアル S 製の鍋 


適した油の量 


己 00 〜 1000 ml_ 



コン□操作部 



在コン □ 1 

0200 

0180 

0160 〇自動消乂 
〇140 〇汾保温 


ちコン □ 
0200 
0180 
〇おかゆ〇160 〇自 D 消义 
〇ごはん0140 05 分保温 



揚げもののコツ 


焼きらのにら便利 


◊油の飛び散りやすい材料は下ごしらえをする。 

(水分や空気は、加熱されると膨脹して破裂するため。） 


ドーナツ 

-生地には、必ず 
ベーキングパウ 
ダーや砂糖 
を入れる。 


イカ 

-皮をむさ、両面に 
切り目を 
入れる。 



ししと5 

(中び空洞の野窠など) 

-切り目を入れる。 



ェビ うず 5 (ゆで卵など） 7 j < 分を含む野菜 

• 尾は先を切る。 -串などで刺す。 -水分をとる。 


讀 卢 がが 


◊複数の揚げものをするとさは、低温設定のちのから調理する。 

(温度を下げるのに時間びかかるため。） 

◊一度に揚げる量は、油の表面積の半分程度にする。 


◊八ンバーグやギヨーヴ、 
ホット ケー 夺など焦げ 
つさやすい焼さをのを、 
揚げちの モー ドの温度 
調節を使えば簡単。 
ほどよい焦げ色に焼さ 
あげます。 
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o 点义 © 温度設定し、揚げる 


‘0 0 0 0 0 ‘ 



0 0 0 •〇‘ 


妙 


、\ピ'グ 


〈着火後ずぐ〉 

( 点好 [ 0200 


•180 

0160 

0140 


点乂の状 



設定温度に 
なると 

rJ \ 『ピピピッ』 
h / でお知らせ！ 

調理を始めて 
<ださい 


•0 0 0 10^ ，〇〇〇〇〇^ 


避 


な 


消乂の状態 


揚げ 

ちの 


を押す毎に切り替わります。 


02 0 0 


•200 


•200 


02 0 0 


02 0 0 


0200 


02 0 0 


0200 

•180 

0160 

今 

•180 

0160 

今 

0180 

0160 

今 

0180 

0160 

0 

0180 

•160 

今 

0180 

•160 

令 

•180 

•160 

皆 

0180 

0160 

0140 


0140 


0140 


•140 


•140 


0140 


0140 


0140 


im 


点火すな刖にも鼓定でさます。 

自動的に強火と弱乂を繰り返し、設定した温度を保ちます。 

弱火から強火に切り替わる一瞬、炎が大さくなりますのでま意してください。 
途中で設定温度を変更する場合は、 


※温度設定を解除しても火は消えません。 


揚げ 

ちの 


を押してお好みの温度に合わせてください。 


温度設定のめやず 


C ご注意 ） 


140で1已0で160で170で180で190で200で 




だし巻き卵 
八ンパ‘ーグ 
ホットケーキ 

I 



松 凍食品(ヨ □班な ど) 現; 司 


1 ■ 1 

ドーナツ•フリッター 

1 1 1 

r 1 " 1 

II 

II 

i —"1 


1 1 
1 1 
1 1 
1 1 

1 1 
1 1 
1 1 
1 1 

II 

II 

II 

II 


◊油の温度は天ぷら用鉄製鍋を基準 
に該定してしなす。鍋のす厭頁 • 材質， 
大ささや厚み、油量などにより、 
設定温度と異なったり温度変化び 
大きくなることびあります。 

◊油の温度び高い状態で温度設定し 
たり途中で油をたすと、設定温度 
と油の温度びずれることびあります。 

◊設定温度になっても調理物を入れ 
ないと、鼓定温度より調理油の温 
度び上昇することびあります。 

◊焼さものの焦げの程度はフライパ 
ンの大ささ、材質、調理内容によ 
つて異なります。 
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舅わかしモード 




種類：やかん 

底の平らな鍋 


夕 






1 



0タイマ_ 



一 


左ち 


をコン 
02 0 0 
0180 
〇160 〇[ 
0140 0ミ 



ごとく中央にやかんを置く 


― H 山 



々© 



ちコン [ 
02 0 0 
0180 
〇おかゆ〇160 
〇ごはん0140 

論豁 

] 

〇自動消义 
〇5分保温 
湯わ 
かし 

〇 

(31 



亩 


し お願い j 

◊やかんや鍋の材質、水量、形状などにより消火や弱火になるタイミングび異なる 
場合びあります。 

◊火力はやかんや鍋の径に応じて炎びあ/3\れない程度に調節してください。 

※ただし、乂力を弱乂で使用しますとお湯びわく前に保温になったり、消火したり 
します。 

◊水量び多すざると/さこぼれる場合びありますので、やけどなどにご注意ください。 
◊お湯から湯わかしモードを使用した場合は、お湯びわいてから消火や弱火になる 
まで時間を要する場合びあります。 

一 温度センサーが正しくはた！5 くために次のことを守ってください一 

◊やかんや鍋のふたの開閉はしない 
◊やかんや鍋を動かさない 
◊水をかさ湿ぜない 
◊途中で水を入れたり、具を入れない 
◊途中で火力を変えない 


適した水量 


適した鍋 


m 

〇 

〇 

〇 

2 

へ 

〇 

〇 

己 


さに 
大量。 
の水い 
鍋たさ 
やじだ 
ん応< 
かにて 
やさし 
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炊飯モ-ド 


下準備 


お米の準備 

お米と水の量のめやず 

[ごはん] [おかゆ] 


お米の量 

水の量 

0.5含 (75g) (90mL) 

約 700mL 

1.0S(150g)(180mL) 

約] 000 mL 


お米の量 

水の量 

1.0S(150g)(180mL) 

約 300 mL 

1. 日合に 25 呂 K270mL) 

約 400mL 

2.0 合 (300 呂 )(360mL) 

約 500mL 

2.己合 (37 己呂） （ 4 己 OmL) 

約 600 mL 

3. 日合 (450 呂 )(54 日 mL) 

約 700mL 


◊炊き込みごはんの場合は、ごはんに比べ約]割増の水の量(調昧料、だしを含む) 
とし、具はお米の上にのせて炊いてください。 

◊おかゆはわ分びゆ程度の炊きあびりです。 

ごはんのかたさを調節するときは、水量で調節してください。 

(増減する水量は± ] 0%程度までに） 


※炊さ上がりはお米の種類や質、鍋の種類や水温などによって異なりますので、お好みに応 
じて工夫してお使いください。 


〇 

お米をとぐ 

◊たっぷりの水でさっとかき混ぜ、水を素早く捨てる。 

一度目のとざ水はずぐに流ず。 

(めかを含んだ最初のとぎ水を乾いたお米が吸わないようにずる。） 
「とぐ^先い流ず」を手早く数回繰り返し、洗ってください。 

※といだ後のお米は、よく水を切ってください。 

曾 

お米に水を 
含ませる 

◊水の量は、上記のめやすを参老にしてください。 

◊30 分程度浸し、水を含ませる。（冬場は1時間程度） 

•お湯を使わないでください。（ご飯に芯び残ります。） 
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適した鍋 


鍋径：1 8 cmm 上 
種類：アル S 製の鍋 

ふたび重く、なべ本体に 
落とし込むよラな形状 

ふたと鍋にすさ間の 
ないをの 


鍋の縁び 
高いちの 


深めのちの 


>炊飯専用鍋を別売 

しています。 



◊水に浸したお米の入った鍋にふたをして、正しくセットしてください。 

※温度センサーの上面や、鍋底に異物びないことを確認し、鍋底の中/び 
温度センサーに密着するように正しくセツトしてください。 


温度センサー 





鍋底と温度センサーが 
密着するように 



◊市販ので化鍋でも炊くことができます。 

鍋の材質•形状によっては焦げつさや、ふさこぼれなど、うまく炊けな 
い場合びあります。 

ごはんは、ガラス鍋や±鍋ではうまく炊けないため使用しないでください。 
(17 ぺージ） 

※別売の炊飯専用鍋のお求めは、お買い上げの販売店または、ちよりの東 
京ガスにお問い合わせください。 


( と迂思 J 

◊お米のとざび足りない場合は、においや着色の原因になります。 

◊砕け米*粉米などび混ざった状態で炊飯すると、炊さむらや焦げの原因になります。 
(一度水に浸したお米は砕けやすくなります。） 


無洗米を炊くポイン 


◊ ] • 2度すすぐ。 

にごったまま炊飯すると、でんぷん質び沈殿し、上手に炊けない原因になります。 

◊十分に水に浸す。 

◊水の量を3%程多くする。または、専用の計量カップを使う。 

◊よく湿ぜて気泡をとばす。 

水を加えただけでは、表面に気泡びでさ、水び吸収されず上手に炊けない原因になります。 
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炊飯モ-ド 


ごとく中央に鍋を置く 




コン□操作部 


心 


基本操作 

(標準コン □) 




のタイマー 

■ 

左コン □ 
0200 

0180 

〇160 〇自動消义 
0140 〇汾保温 

ちコン □ 

02 0 0 

0180 

〇 おかゆ 〇160 〇 自動消义 
〇 ごはん 0140 05分保温 

— + 

揚げ 

もの, 

湯ね 

，かし, 

巧饭飄關 

g 撫 

〇 

わ 卜解徐1 

，削肌), 


〇臟閒 




ご注意 


◊炊飯途中で、水をたしたり、鍋の/たを開けたりしないで 
ください。また、炊飯モード使用中に消火してしまった場 

合などは、再度 I 炊飯 I を押さないでください。うまく炊け 
ない場合びあります。 

ごはんの場合は消乂後むらし（約] 0分）を必要とします。 
むらしをしないとうまく炊さあびりません。 

◊機器を囲う油ガードなどを設置すると排気の流れが変わる 
ため、燃焼不良となり、炊さムラなどの原因になります。 
炊飯時は油ガードを取り除いてください。 
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〇点义 



巧 ffi 設定 

〈着乂後ずぐ〉 


0 0 0 0 0 



を押す毎に切り替わります。 


〇おかゆ 
♦ごはん 


•おかゆ 
〇ごはん 


〇おかゆ 
〇ごはん 


m 


-炊飯中は自動的に乂力を切り替えます。 
•弱乂から中乂に切り替わる一瞬、炎び大き 
くなりますのでを意して<ださい。 

-点乂する前にも設定できます。 

※炊飯設定を解除しても乂は消えません。 


• 

# 

巧旗時間のめやず 

: 

ごはん：約20分 

参 

おかゆ：約45分 


ごはんの場合 


自動消义を 
む5し開始 

♦ 


自動消乂 



む S しお了2分前 


庶规 J 〇ぉかゅ 

•ごはん 


炊飯 


‘〇〇參〇〇, 





おかゆについて 


◊味付けは、おかゆび炊きあびり、自動消火してからし 
て < ださい。 

◊おかゆモードはお米か5おかゆをつくる機能です。 

ごはんからおかゆをつくる場合は下記を参考にして 
ください。 


ごはんか5おかゆの炊をかた 


◊2 人分(茶わん約2杯分： 300 g ) の例 

① 冷やごはんはヴルに入れ、流水でサッと洗ってほぐす。 

(めめりをとります。） 

② 鍋に水 (4 カップ強）とごはんを入れ強火で炊く。 

③ 煮たったらアクをとり、弱火で1日〜1日分炊く。 

④ 消火し、好みに応じて塩を少々加え、数回かき混ぜてでき 
あびり。 



ごはんむ5し：約10分 

※むらしび終わるまで、ふた 
を開けないで < ださい。 



ブヴー音『ピー』と操作部および、 
火力表示ランプび消好します。 

0 点义/消义ボタンを 
r 消义のが態 J に房す 


‘0 0 0 0 0 ‘ 


0 0 0 0 0 


り 



消乂の状態 


※むらし後、ごはんをほぐしなびら底 
からよくかさ混ぜてください。 

余分な水分び逃げ、ごはんびおいし 
くなります。 
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グリルを ffi う準備 


ガス栓を全開にずる 



点乂/消乂ボタン 


© 調理物を入れる 


© 


電源ボタンを 
入れる 




\ピツ/ 



〇 £ 
長押し 


ック機能キー 


( 18 ぺージ) 


〔 はじめてグリルを使うとき ） 


◊初めてグ U ルを使うときは、グ U ル庫内の油を焼ききるために、グ U ル焼網を取り出し約8分空焼 
さしてください。（煙やにおいび出ることびあります。） 

空焼さしているとさに、グ U ル過熱防止センサーび作動し、自動的に弱火になったり、消火する 
場合びあります。（タイマー表示部「02」表示） 

消火した場合は、少し待ってから再度点火してください。 
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食材の準備 


魚の下ごし5え 

•冷凍の魚 

-完全に解凍する。 


•みそ農けやかす農けの魚 

• みそやかすをよく店\さ取る 


•ホを 

•水洗いしたあと、水気をよく店\き取る 


塩焼きの下ごし5え 

◊鮮度や材料にあった塩加減が必要です。塩をつけると、身がしまって身崩れしにくくなります。 



•さばやいわしなど脂肪分の 
多い背の青い魚 

•多めに塩をして、おさ時間は 
長めにする 



•白身魚 

•少なめに塩をして、おさ時間は短めにする 

•川魚やいか、えび、貝など 

-焼く直前に塩をふる 


魚じ(外の下ごし5え 


• なすやししとうなどの野菜は 


• 表面に穴を開けるか 
切り目を入れる 



•鶏肉など油の多い食材は 

-フオークなどで皮に穴を開け、 
皮を上にして焼く 



ワンポイン 



◊魚の重量の約2%程度の塩をつけます。身の厚いところには厚く、薄いと 
ころには薄くつけます。 

◊尾やヒレはとくに焦げやすいので、多めに塩をつけてください。また、 
アル S はくで包んでおくと、焦げかたび薄くなります。 


アルミはく 



魚を焼くときは 


◊グ U ル焼網にサラダ油などを塗ると、こびり付きなどび少なくなります。 

◊魚は身の厚い部分や、頭を奥にして置いてください。 

◊魚を一尾だけ焼く場合は、左ちどちらか端に置いてください。 

◊ししゃもなどの小さな魚は、尾び焦げやすいのでグ U ル焼網の手前側に置いてください。 
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グリルのほいかた： 7ニユアルグリル 



グリル操作部 


〇姿焼〇強め 
〇の身〇標準 
〇干物〇弱め 


ブリル 
0弱の強 

0弱り強 


のタイマ_ 



守- Kp き 
1 ニ ュ-儿 如減 



0@ @ 



警告 


鶏肉などの脂の多い食材を調理するときは、上下の乂力を 『弱』 にして焼く 
よ5にずる 


^ グ U ル受け皿にたまった脂に引乂し、乂災のおそれびあります。 


〇 

必ず守る 


逆ま意 


焼さすざにま意ずる 

魚に火びつさ火災の原因になります。 グ U ル庫内で魚などび燃えたり、たまった 
脂に引火した場合は、すぐに点火/消乂ボタンを押して消火してください。 


〇 

必ず守る 


,コツとご注意, 


◊お<ずれ防止のコツ 

- S 分程度予熱し、グ U ル焼網にサラダ油を塗ってください。 

•予熱後一旦消火し、魚をグ U ル焼網にのせて再度点火し、火力を調節してタイマーを設定してく 
ださい。 


L 詳しくは付属のクッキングブックをご覧ください。 
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O 点义 


O 义力調節 包 タイ7—を設定ずる 



グリルが点乂後、タイマー 
がスタートしまず。 


グリル庫内温度 

タイ7— 

局し"'場ゴ 

目分 

低い場合 

9分 


グリル燃焼ランプ 


火の% 


を巧す毎に切り替わります。 




0 弱！•強 

(〜） 


0弱 轉 強 

(〜） 

0 弱!•強 

•弱り 強 


•弱 口強 

A 

•弱の 強 

f 1 

•弱 0強 


1 J 

0弱 • 強 




途中で消乂したい場合 


グ U ル操作部の 


W < を押す C ： 


\ビブ 


消灯） 


ブリル 


のタイマー 



のタイマー 

m 




1〜18分 
(1 分刻み) 

\ピ'グ 


タイマーび作動中でわ、タイマー 
の変更は可能です。 

(連続欄可能時間ま18分です。） 


< 


終了 30秒前 

\ピピピック 


CD タイマー 
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-+ 


秒康示になります。 


自動消义(タイマー終了) 



グリル燃焼ランプ 


\ビブ 


フサー音『ヒー』とタイマー表术 
でお知らせし、消好します。 


グリルタイマーについて 


◊グリルが点乂ずると、自動的にグリルタイマーがスタートします。 

-グ U ル庫内温度に応じて、タイマー設定6〜9分を自動的に設定します。 

※タイマー表示は切り上げ表示になっていますので、初期設定時間びすぐに変わる場合びあります。 


户スごちち 

-グ U ル庫内び高温になると、安全のため自動的に火力を弱めたり消火します。 

グ U ル過熱防止センサーびはたらき、消火した場合(タイマー表示部「02」表示)は、しばらく（約3分)待ってか 
ら再度点乂してください。 

-脂の多い魚を焼いているとさは、煙び多く出る場合びあります。 

-グ U ル操作部のタイマーは、グ U ル専用タイマーのためコン□には使用でさません。 

-干物や脂分の多い魚（にしん-塩さばなど）は発火しやすいので、焼さすざに注意してください。（調理中 
はグ U ル庫内の状態に十分注意してください。）また、小魚の干物(めざし-うるめなど)の焼き時間のめや 
すは2〜3分です。（グ U ル庫内温度び高い場合は1分程度）焼さすざに注意してください。 

焼さすざた場合、魚やたまった脂び燃えて、乂災のおそれや機器焼損の原因になります。 
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才ートグリルモード 



グリル操作部 


〇姿焼〇強め 
〇の身〇標準 
〇干物〇弱め 


グリル 
0弱の強 



0弱り強 


のタイマー 








基本操作 

(グリル） 


r 


逆注意 


-魚などの焼きかたび浅い場合や、焼き足したい場合はマニュアルグリル (33 ぺージ)で焼く 
その場合、設定時間を短くして焼さすざに注意してください。 

焼さすざた場合、調理物の脂び燃えて、 火災のおそれや機器焼損の原因になります。 

-みりん干し-めざし-市販のみりんづけ-うるめいわしの丸干し-身欠きにしんは、 
マニュアルグリルで焼き、オートメニュー機能を使用しない 

発火のおそれびあります。 


〇 

必ず守る 




C お願ぃ ） 

◊機器び正しい調理時間を予測するため、下記のことをお守りください。 

•オートメニューは魚専用です。魚外は、マニュアルグ U ルで焼いてください。 

-予熱しないで使用してください。 

-オートグ U ル使用中は、グ U ルとびらを開けないでください。 

-種類や大ささの異なる魚を同時に焼かないでください。 

◊連続して焼くときなど、グ U ル庫内温度び高い場合は、オートグ U ル f ー ドを受けつけない場 
合びあります。 

もキーを押すとブヴー音『ピーピーピー』と、タイマー表示部『 /"/ 』でお知らせします。 

しばらく待ってから使用してください。 

◊調理終了のお知らせ後、すぐに調理物を取り出してください。 

余熱で焦げることびあります。 
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〇メニューを 
醜する 


nmr 



〇姿焼〇強め 
•切身•標準 
〇干物〇弱め 


才ート 
メニュ - 


〇姿焼 ♦強め 
♦切身 〇標準 
〇干物〇弱め 



を押す毎に切り替わります。 


焼さ 
如減 


を押す毎に切り替わります。 


@点义 

_^点が）_ 


のタイ 7— 


Oil Y 

認^ 

緩 鹽亡丑 

《ツ// 


グリル燃焼ランプ 


点火すると機器び調理時間を計算 
します。 

時間(分)び表示されるまで、グ U ル 
タイマー表示のドットび点滅します。 
※グ U ルタイマー時間の変更はで 
さません。 



r 終了 30砂前^ 

ミく 

1 

〇タイマー 

ピヒ、 


\M 



1 

1- +1 



秒表示になりまず。 J 


is " 



フヴー音『ヒー』とタイマー表术 
でお知らせし、消なします。 


自動消义(タイマー終了) 


オートグリルモードの取り消し 

グ U ル操作部の^丰一を押し、消火する。 

取り消し後に再び調理する場合は、マニュアルグ U ル (33 ページ参照)で行ってください。 


め華め 
強標弱 

〇 〇 • 


皆 


め準め 
強標弱 

• 〇 〇 




め準め 

強標弱 

〇 • 〇 


た 


焼身物 
姿の干 

〇 〇 • 


皆 


ぐ 


• 

〇 

〇 

姿 

の 

干 

焼 

身 

物 




〇 

〇 

〇 

姿 

の 

干 

焼 

身 

物 


0 

圆 


0 


焼身物 

姿の干 

〇 • 〇 
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才ートグリルモード 


◊魚の種類や大きさなどにより、オートメニューと焼き加減を選んでください。 


才ート 

焼を加減 

焼を加減 

焼を加減 


メニュー 

弱め 

標準 

強め 



★さんま 

★さんま 

★あじ 



]〜日尾（1尾 ]80 gl ； (下） 

]〜日尾（1尾 ISOgl ； (上） 

1〜己尾 （1 尾20 Og じ(上） 




★あじ 

魚周 


姿焼 


]〜日尾（1尾 SOOgl ； (下） 

] 尾 （1 尾 S 日 Ogl ； (上） 



綱 

] 尾 （1 尾 250 gm 下） 





ぶり照り焼さ 

さば切身 

さば切身 



]〜6切（1切 80 g 程度） 

]〜6切（1切 80 g 程度） 

]〜2切（1切 ] 日 Og 程厳 



さわらみそ漬け 

魚圭切身 

太刀魚 


切身 

]〜6切（1切 80 g 程度） 

]〜6切（1切 80 g 程度） 

]〜6切（1切 80 g 程度） 



ししやち 

あじ開さ 

ほっけ開さ 



約10尾 

]〜4枚（1枚 70 g 程度） 

]〜2枚（1枚 ]80 gl ； (上） 


干物 

さんま開さ 

干しかれい 



1〜2枚 （1 枚 ]00 g 程度） 

1〜2枚 （1 枚 120 g 程度） 





ほっけ開さ 

]〜2枚（1枚 ]80 gl ； (下） 




★:さんま、あじを5尾焼くと、まん中の魚(裏面)の焼き加減び浅くなります。 
1〜4尾で焼くことをおすすめします。 
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魚の置をかた 


ポイント 



◊頭を奥に 


丄山 f — ノ 

U 而 [し置、 



均等に置< 

3尾 iU 上の場合、まん中の 
魚（裏面）の焼さ加減び浅 
<なるため、まん中をあ 
け、左ちどちらかに寄せ 
て置く 



◊皮面を上向さに 
身の厚い部分を奥に置く 


み 

手前側 




ルさい切身は、身の薄い 
部分を外側して左ちどち 
らかに置く 



◊頭を奥に 


アルミはく 



◊尾-ヒレをされいに焼く 
-多めの塩を塗る 
-アルミはくで包む 

◊乂通りをよくする 

-皮面に切り込みを入れる 


◊みそ漬け-照り焼さをされいに焼く 
-表面のみそ漬けタレを十分に/さ取 
り、焼さ加減を弱めで調理する 




お願い 


◊厚みのある魚など（切身2.己 cm 、 
姿 4 cm を超えるちの）は中まで火び 
通りにくいので、マニュアルグ U ル 
(33 ぺージ)で様子を見ながら焼い 
て < ださい 


◊干物は乾燥しているほど焼けやすく 
なっています 

◊脂のりびよい場合は焦げやすくなり 
ます 
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電池交巧 


必ず機器が冷えてか！5行ってください！ 



電池ケースふたの左ち側面の凹部を指 
で引っかけて、矢 EP の方向に開ける。 



左下ノ（ネル前面(電池ケースみた） 


A 単1おアルカリ乾電池に個)の©© 
4 を確かめ、電池ケースに組み込む。 


0 © 



〇 操作部のフチを指で押して操作部のみ 
f を元に戻す。 

* 《操作部を戻すとき、フチ部 iU 外は手を触れな 

いで < ださい。 


操作部 



3 


電池ケース前面にあるつまみを持ち上げる。 
電池ケースを引き抜く。 

※電池ケースは落下防止のため、途中で止まる 
仕様になっています。 

電池ケース上下をはさむように持ち替え、少 
し持ち上げて弓 I き抜いてください。 




逆注意 


乾電池は充電-分解-過熱したり、火の中に投入しない 
乾電池び破裂し、手や服などを巧すだけでな<、 目など 
に入ると大変危険です。 


5 電池ケースを元の位置に戻す。 

(カチッと音びするまで押し込む） 



6 


電池ケースふたを元どおりに閉じ、電 
源スイツチが入るか確認する。 



閉じる 



\ピツ/ 



電池ケースふた金具 


電池ケースふた本体軸部 


♦電池ケースふたがはずれた場台の取り付け方法 

バネを電池ケース而たのツメ部 A (左側）と巳の間に 
置さ、バネ先端を電池ケース而た金具の上にのせ、 
電池ケース而たのツメ部 A にケ所)を本体軸部にパ 
チンと音びするまではめ込んでください。 


ツメ部 A 

バネ先端 


ツメ部 A 


C お願い ） 


◊乾電池の挿入方向を間違えない。また、新しい乾電池とちい乾電池または、種類の違ラ乾電池を混ぜて使用しない。 
◊乾電池は必ず2個とわ同種類の新品のアルカ U 乾電池を使用する。マンガン乾電池を使用すると寿命び短く 
なります。 

◊電池ケースに水や異物び入った場合、而さ取ってされいにしてください。電池機能不良の原因となります。 
◊電池ケース而たは約90°まで開きます。それ上は無理に開かないでください。而たびはずれ落ちる原因になり 
ます。わしはずれた場合は、上記の「電池ケース而たびはずれた場合の取り付け方法」を参照してください。 


◊乾電池の寿命は、乾電池の種類によって異なりますび、通常約]年をめやすにしてください。 

◊付属の乾電池は工場出荷時に納められたわので、自然放電により寿命び短くなっている場合びあります。 
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スポンジたわし 


やわ5かい巧 


歯ブラシ 


台所用中性洗剤 


歯みびさ粉 



弱酸性洗剤. 

弱アルカリ性洗剤’ 
クリームクレンザ- 


◊樹脂部品の割れ-表面の変質-丰ズ、 
変色.さびの原因になるちの 


トッププレートのみ^ 

クリーム 
クレンザー 


《トッププレートな外には 
使用しないで < ださい。 



直接かけて使つてはいけないもの 


m 

動 


スプレー 式洗剤 


機器内部に洗剤び入ると故障の原因にな 
ります。必ずやわらかい布やスポンジた 
わしなどに含ませてから使用してください。 


お願い 


◊ご使用の都度、お手入れしてください。巧れたままにしますとミちれびこびりつさ、落ちにくくなります。 

煮こぼれをした場合は、その都度お手入れをしてください。 

煮こぼれしたまま放置するとお手入れする部品び固着し、はずれにくくなったり、故障の原因になります。 
とくに砂糖などを含んだ濃い汁は、すぐに而さ取ってください。焼さついて掃除び困難になります。 
◊バーナーキャップ-ごとく -グ U ル排気□カバー-グ U ル部品ははずせます。それ(外の部品は、絶対に取 
りはずさないでください。 


X 


ク戀鎌 



ナイ□ンたねし 亀の子たわし 金属たわし スポンジたわし裏面 


クレンザ- 


クレンザー 


ミガキ粉 



硬い歯ブラシ 


◊丰ズの原因となるちの 
※部品*グ U ルとびらガラス*ホー 
フッ素コート-ク U アコートや塗装の表 
面にキズびつさ、はがれ-欠け-変色- 
変質-さび-割れの原因になります。 





酸性巧剤. 


膚日剤 

アルカリ性洗剤- 

シント 

\ - 

漂白剤 



シンナー- 
べンジン- 
アルコール 


◊部品.ホー • フッ素コートや塗装 
の表面び変質し、はがれ • 変色.さび. 
樹脂部品の割れの原因になるちの 


お手入れ 


その前に！ 




心王局 




〇 

必ず守る 


お手入れは、機器のガス检を閉じ、機器が冷えてか!5手袋をはめて行う 
とくにグリル排気□の中側、グリル庫巧をお手入れするときは、十分注意する 

やけどや機器の角などでけびをする原因になります。 

お手入れ後は、機器およびグリル庫内にふきん-紙類などを置き忘れていないか必ず確認ずる 
パ'—ナーキャップ水洗い繳ホ、よく水気を切る 

水分び残ったまま取り付けると、点火不良や不完全燃焼になります。 

ごとくやバーナーキャップを正しく取り付ける 

正しく取り付けないと、点乂しなかったり炎び不均一になり、異常燃焼や部品び焼損、変形するおそれびあります。 


お手入れ道具-洗剤について 
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お手入れ ( トッププ レー ト•本体*ごとく部* パ’ーナー 部) 


トッププレート 


◊台所用中性洗剤や、水を 
含ませたスポンジ、布な 
どのやわらかい物で而さ 
取った後、洗剤や水分び 
残らないように、乾いた 
巧で再啟3んでください。 


取れに<い巧れ 


◊メラニン樹脂系のスポン 
ジを使用したり、丸めた 
ラップにク U —ムクレン 
ヴー(表面 EP 刷びうすくな 
るため、常用はしないで 
<ださい)をつけてこすり、 
/3、さ取ってください。 



※バーナー U ング*バーナー本体にク U —ムクレン 
ヴーびかかると、塗装のはびれ、色び薄くなる、 
光沢びなくなるなどの原因となります。 


バーナー 部 




◊バーナー丰ヤップやバーナーリングは、台所用中性洗剤を含ませた布やスポンジで巧れ 
をふき取った後、洗剤や水分び残らないように、乾いた布で水気を3ぶ取ってください。 


※凸部の角などは、歯ブラシなどでお手入れしてください。 



◊点火プラグ-立消え安全装置-温度センサーは、 
煮こぼれなどの汚れを乾いた布で爲さ取って 
ください。（洗剤などば使用しない。） 

◊点乂プラグ-立消え安全装置-温度センサー 
に丰ズや衝撃をあたえないようにして<ださい。 
※センサーは軽い力で、上下にスムーズに動く 


温度センサー 



温度センサー 



上下に スムーズ 
に動くか確認！ 


か確認してください。 


取り付けかた 


点火プラグ 


◊バーナー丰ヤップの爪部び、点乂プラグの真上にくる 
ように合わせ、取り付けてください。 

(点乂プラグに衝撃をあたえないようにしてください。） 

※イ頃いたり、浮いたりしていないかを確認してください。 



点乂プラグ 
に合わす 


点乂プラグ 
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お手入れは、ガスおを閉じ、機器が冷えてか！5手袋をはめて巧ってください！ 
洗剤を使用した樹ホ、洗剤分が残！5ないようにしてください。 


グリル排気 ロカバー 



ごと< 


◊台所用中性洗剤を含ませた 
布やスポンジで巧れをふさ 
取った後、乾いた布で水気 
をふさ取ってください。 



取れにくい巧れ 


◊台所用中性洗剤で丸洗いした後、乾いた布で十分 
水気を/き取ってください。 


取り付けかた, 


◊グ U ル排気□カバーをグ U ル排気□の枠に合わし 
て取り付けてください。 

※傾きがないことを確認してください。 


機器表面 • 操作部 


◊台所用中性洗剤を含ませた布やスポンジで巧れを/3、 
き取つた後、乾いた布で水気を/き取つてください。 


取れにくい巧れ 


◊乾いた布でよく いてください。 






◊台所用中性洗剤で丸洗いした後、乾いた布で十分水 
気を/さ取ってください。 


取り付けかた 


◊ごとくの下部にある欠き部 
に、バーナー U ングの凸部 (3 
ヶ所）を合わせて取り付けて 
<ださい。 

《傾きがないことを確認して 
<ださい。 




,取れに<いちれ, 


◊中性洗剤を含ませた布でふさ取 
つてください。 

その後、乾いた巧で水気を/さ 
取ってください。 


※グ U ルとびら取っ手には、特殊 


塗装を施していますび、万一表 
面の塗装びはがれてち使用上問 
題はありません。 



























お手入れ C グリル部 ) 


グリル部のお手入れ 

グリル受け皿-グリルとび5-サイドカバーの取りはずし 


スライドレールは取りはずせません。 

♦グリル焼網-グリル受け皿の取りはずしかた 

-グ U ルとびらを水平にゆっくりと手前に止まるまで引さ出す 
-グ U ル焼網*グ U ル受け皿を持ち上げて取りはずす。 

※グ UJ レ使用直後はグ U ルとびらやグ Uj レ受け皿、グ Uj レ焼網、 
スライド枠び熱くなっていますのでま意してください。 
※グリル受け皿にたまった魚の脂などをこぼさなしうを意してください。 



♦グリルとび5の取りはずしかた 

-スライド枠とグ U ルとびらを固 
定している止めノ くネを押し下げ、 
ちう片方の手を添えなびら、手 
u に引く。 

※グ U ル焼網をセツトした状態 
では、グ U ルとびらは正しく 
セツトでさません。 


グ U ルとびら 





♦サイド カバーの 取りはずし 

-手前のフックからサイドカバーを 
取りはずす。 

※図は、サイドカバー(左)の場合 
です。ヴイドカバー(ち)も同様 
に取りはずしてください。 


手前のフック 



グリル部のお手入れ 

♦グリル受け皿-グリル焼網-グリルとび5-サイドカバー 

•台所用中性洗剤や、水を含ませたスポンジ、布などのやわらかい物で/3^き取った後、乾いた布で再 
度;さ取ってください。 

※巧れたまま放置したり、使用するとシミやフッ素のはく離の原因となります。 

♦グリル庫巧 

•台所用中性洗剤や、水を含ませたスポンジでき取った後、乾いた布で再度爲さ取ってください。 
※お手入れの際は、必ず手袋をはめてください。 


43 



































お手入れは、ガスおを閉じ、機器が冷えてか！5手袋をはめて行ってください！ 



©切り欠さ部 


サイドカバー-グリルとび5-グリル受け皿-グリル焼網の取り付け 

♦サイドカバーの取り付けかた 手前のフック 

① 奥のフックに、切り欠き部を差し込む。 

② 手前のフックに穴部を引つかける。 

※サイドカバーは、（左)(ち)びありますので、 

ま意してください。 

指かかりのある手前側に左ちと表示して 
います。 ②穴部 

※図は、サイドカバー(左)の場合です。ヴ 
イドカバー(ち）も同様に取りはずしてく 
ださい。 

♦グリルとび5の取り付けかた 

① グ U ルとびらの溝部にヶ所)に、 

スライド枠の凸部を差し込む。 

② 左ち2ケ所び確実に差し込まれて 
いることを確認し、とびらの下 
部を『カチッ』と音びするまで押す。 

※グ U ル焼網をセットした状態では、 

グ U ルとびらは正しくセットで 
さません。 

♦グリ j レ受け皿の取り付けかた 

-スライド枠の凸部（左ち）にグ U ル 
受け皿の角穴び入るように置く。 

※手前と表示している方をグ U ルと 
びら側にして < ださい。 


奥のフック 


グ U ルとびらび閉まりにくい場合は、 
グ U ル受け皿び正しくセツトされて 
いません。再度さっちりとセットし 
てください。 


♦グ LU レ焼網の取り付けかた 

-グ U ル受け皿の角穴にグ U ル焼網の凸部 (4 ケ所)を差し込む。 
※手前と表示している方をグ U ルとびら側にしてください。 
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安を機能-温度センサー 


C 安全機能について ） 


コン□使用中に自動消火した場合は、必ず点火/消火ボタンを 
r 消火の状態」にしてください。 


立消えち全装置 

(コン □/ グリル） 

◊風や煮こぼれで乂が消えた場合、自動のにガスを止めまず。 

(完全にガスび止まるまで数秒かかります。） 

後方か 5 見た図 

※再度点火するとさは、窓や戸を開けて換 
気をし、ガスのにおいび完全になくなっ / 

てか b 点火してください。 / \ > 

•立消え链装 B に煮こぼれや水滴びついた 
とさは、されいに而さ取ってください。 \ ノ 

また、立消え安全装置に硬いものをぶつ 
けないでください。 / 

(点火不良の原因になります。） 肖ス安を装置 __一 

消し忘れ消乂機能 

(コン □/ グリル） 

〈コンの 

◊点乂後、約120分扁温で変化のない場合、約30分)経過ずると自 
動的にガスを止め、消乂しまず。 

※センサー解除モード使用時約60分(高温で変化のない場合、約30分)で消乂します。 
※消し忘れ消火機能の設定時間は変更することびできます。 （5 日ページ） 


〈グリル〉 

◊点乂後、約18分経過ずると自動のにガスを止め、消乂しまず。 

焦げつさ自動消乂 

◊焦げつきや空だきの場合、自動のにガスを止め、消乂しまず。 

-焦げつさの程度は、鍋の材質-火力*調理物によって異なります。 

※弱火から強火に切り替えたとさにセンサーびはたらいて自動消火することびあり 
ます。再度点火すると正常に作動します。 

※センサー解除モードに設定している間は、この機能ははたらきません。 

天ぷ5油過熱防止 

◊油温が約250でになると弱乂にし、それじ Lb に温度が高くなると、 
自動的にガスを止め、消乂しまず。 

※鍋の種類や油の量によって自動消乂時の油の温度は異なります。 


センサー解除モードを使用するときは、揚げものなどの油調理はしない 

センサー解除モードは天ぷら油過熱防止の消火温度び高くなっていますの 
で、調理油び過熱され 火災の原因になります。 


発义ミ主意 


逆ま意 


天ぷ5油過熱防止がはた!5いたとさは、鍋や油の温度が相当高くなって 
いるためま意ずる 

やけどやけびの原因になります。 


〇 

必ず守る 
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鍋なし検知 

ロン □) 


◊鍋を置かなかったり、調理途中に鍋を上げたりした場合は、鍋なし 
検知がはた!5をまず。 


点乂前 


•鍋を置かなかった場合は、点乂しません。 


調理途中 


•鍋を上げると、火力2に変わります。（弱火および火力2のとさは変わ 
りません。） 

-鍋を元に戻すと火力わ元に戻ります。 






逸注意 


調理途中、鍋を上げたあとに鍋を戻すと、乂力も元に戻ります 

バーナー付おには顔や手をおづけないでください。 

、やけどの 原因になります。 _ 


〇 

必ず守る 


《点乂後に鍋を上げるなどした状態が約1分間続くと》 

◊自動消火し、ブヴー音『ピーピーピー』と火力表示ランプ(左端)の点 
減でお知らせします。 


グリル過熱 
防止センサー 


※センサー解除 f ー ドに設定している間は、この機能ははたらさません。 


◊グリル庫内ゃグリル受け皿の温度が異常に高い場合、安全のため弱 
乂にしたり、ガスを止め、自動消乂します。 


(グリル） 

"" 逆注意 



グリル過熱防止センサーがはた! 5 いたときは、グリル受け皿やグリルと 
び！ 5 ガラスの温度が相当高くなっているためま意ずる 

やけどやけびの原因になります。 

〇 

必ず守る J 
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国 & A (よくある質巧) 


Q (質問） 


A 個答） 


-点乂時すベての点乂装置で「パチノ くチ」音びする。 

1 

1 

1 

1ヶ所の点乂操作ですベての装置びスパークします。 
異常ではありません。 

-点火/消乂後にキシミ音びでる。 

1 

1 

1 

加熱や冷却される際に金属び膨張-収縮して起こる音です。 
異常ではありません。 

-グ U ル使用時や、コン□とグ U ルを同時に使っ 
たり、付近で加湿器を使ラと炎びホ色になる。 

1 

1 

焼さものの塩分や水中に溶解しているカルシウムによるものです。 
異常ではありません。 

•複数のバーナーを連続や同時に操作すると、操作 
された順番と動作する順番び異なる。 

1 

1 

1 

機器で設定しています。 

異常ではありません。 

-消乂時に「ポン」と音びする。 

1 

1 

1 

消火したとさの音です。 

異常ではありません。 

-使用中に「カチッ」と音び鳴る。 

1 

1 

乂力を切り替える作動音です。 

異常ではありません。 

-すぐに消乂しない。 

1 

1 

1 

バーナー内部に残ったガスび燃焼しているためです。 
異常ではありません。 

-乾電池を交換しても、電池交換サインび点滅する。 

1 

1 

1 

乾電池に記載されている使用期間を確認してください。 

未使用の乾電池でも、ちくなった乾電池は消耗していますので、新 
しいアルカ U 乾電池(単1形： 2個)に交換してください。 （39 ページ） 

-バーナーに着乂するびすぐに乂び消える 

1 

1 

1 

1 

乾電池の消耗によるものです。 

機器を作動させる電圧びなくなったためです。 

新ししがルカ IJ 乾電池禅げミ： 2個)に交換してください。 （39 ぺージ） 

-燃焼時に「ポッポッ」と音びする。 

1 

1 

1 

ノ くーナー内部で音び鳴る場合びあります。 

異常ではありません。 

-強乂になるとさ一瞬炎び大さくなる。 

1 

1 

ノ くーナー内のガスび一度に出されるためです。 

異常ではありません。 

-バーナーキャップび変色する。 

-ごとく先端び変色したり、凹凸状になる。 

1 

1 

1 

過熱によりホー□一び変色したり、はびれたり、凹凸状になること 
びあります。異常ではありません。 

•乂力調節する際、急操作すると、火力び変わら 
なかったり、ほしい乂力にならない。 

1 

1 

1 

急操作を受け付けないことびありますび異常ではありません。 

ゆっくり操作してください。 

•火力微調節時、乂力調節してを、乂力び切り替 
わらない。 

1 

1 

乂力の変化びルさい唆化しない）ところびあります。 

乂力び変化する位置まで回してください。 

•鍋をはずして、再度のせたとさに、乂力の戻り 
び遅かったり、元に戻らなかったりする。 

1 

1 

1 

1 

安全のため、乂力を段階的に戻しています。 

また、乂力を元に戻しているとさに鍋なし検知びはたらくと、元の乂 
力に戻らないとさびありますので、お好みの乂力に調節してください。 

•鍋を長期間おいておくと、点乂しない。 

1 

1 

1 

安全のため、センサーチェックを行っており、使用でさなくなるよ 
ラにしています。とさどさ鍋をおろしてください。 

-調理途中(着乂中）に鍋を上げたりした場合は、 

乂力び変わったり消乂したりする。 

1 

1 

1 

安全装置び作動し、乂力を調節したり消乂したりしますび、異常で 
はありません。 

鍋などをごとくの上に置いて使用してください。 

-湯わかしモードを設定しているのに炎び消えず 
ふさこぼれる。 

1 

1 

1 

1 

やかんの形状や材質によって、沸とうしてから消乂または、弱乂に 
なるまで1分程度かかる場合びあります。 

か量を調節して使用してください。 

•はじめて使用するとさ、煙やにおいび出る。 

1 

1 

1 

部品についている油び焼けるためです。 

空焼さをしてください。 （3] ページ） 

-使用中に魚の脂の「パチノ くチ」とはねる音びする。 

1 

1 

魚に含まれている水分び脂と接触して蒸発する音です。 
異常ではありません。 

-グ U ルの点乂操作を受け付けない。 

1 

1 

1 

1 

点火不良び数回続くと、安全装置び作動し、前回の点乂操作から約 

1日秒間点乂操作を受け付けません。 

しばらく待ってから、再度点乂操作を行ってください。 


全 


体 


□ 

ン 

□ 

部 


グ 

U 

ル 

部 
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こんなとをは 

原因•調べるところ 

対策-直しかた 

参照 

ぺージ 


-機器のガス栓び全開になっていますか？ 

-ガス栓を全開にして使用してください。 

18.3] 


•ゴム管の接続び不完全だったり、ひび割れや穴 
びあいていませんか？ 

-新しいゴム管と交換してください。 

16 


-乾電池び消耗していませんか？ 

-新しいアルカ U 乾電池（単1形： 2個）に交換し 
て < ださい。 

39 


-電源ランプび消灯していませんか？ 

-電源スイッチを入れて再度点乂してください。 

18.3] 


-□ックランプび点灯していませんか？ 

-□ック状態になっています。 

□ックを解除してください。 

18 

点乂しない。 

-バーナーキャップび傾いたり、浮いたりしてい 
ませんか？ 

-バーナーキャップを正しく取り付けてください。 

12-14-41 

点乂しにくい。 

乂び消える。 

-バーナーキャップの炎□びつまっていませんか？ 
•点乂プラグ•立消えち全装置び巧れたり、めれ 
たりしていませんか？ 

-『お手入れ』を参照し、お手入れしてください。 

41 


-グリル庫内の温度び高くなっていませんか？ 

-グ IJ ル過熱防止センサーびはたらいています。 
しばらく待ってから再度点火してください。 

46-49 


-鍋をのせていますか？ 

-鍋なし検知び作動しています。 

鍋などをのせて再度点乂してください。 

46 


-鍋底のへこみび大さな鍋（約 4 mmiU 上）を使用 
していませんか？ 

-温度センサーび正しく密着されていません。 

鍋底びへこんでいない鍋を使用するか、センサー 
解除モードを使用してください。 

4.17.20 


-長期間鍋を置いたままにしていませんか？ 

-鍋なし検知センサーチェックび作動しています。 
一旦鍋などを上げて、再度点乂してください。 

49 


•ゴム管の接続び不完全だったり、ひび割れや穴 
びあいていませんか？ 




1ただちに使うのをやめ、機器のガス检を閉じて I 
1か！ 5 原因を調べて < ださい。 1 


ガスのにおいがする。 
いやなにおいがする。 


-ゴム管をさっちりと接続してください。 

ひび割れや穴びあいている場合は、ゴム管を交 
換してください。乂災のおそれびあります。 

己-]6 

-風で乂び消えていませんか？ 

•窓を開けて、十分換気をしてから、再度点乂し 
て < ださい。 

9 • 4已 


-煮こぼれや水滴びついていませんか？ 

•煮こぼれなどをふき取り、十分換気をしてから、 
再度点乂してください。 

4己 


-周囲に燃えやすいをのやプラスチック製品など 
びあ0ませんか？ 

•周囲の燃えやすいをのや、プラスチック製品を 
取り除いてください。 

7 


-鍋をはずしていませんか？ 

-鍋なし検知び作動しています。 

鍋などをのせて、再度点乂してください。 

46 - 49 


-鍋を正しくのせていますか？ 

-鍋底び凹凸していませんか？ 

-温度センサーび正しく密着されていません。 

温度センサー付バーナーに適した鍋をご使用く 
ださい。 

4-17 


-バーナーに風などび当たっていませんか？ 

•風などび炎にあたらない様に配慮し、十分換気 
をしてから、再度点乂してください。 

13-49 


-グ U ルとびらを早く開閉していませんか？ 

-グ U ルとびらはゆっくり開閉してください。 

- 

使用中乂が消える。 

-煮こぼれびバーナーにかかっていませんか？ 

-立消え安全装置に煮こぼれや水滴びついていま 
せんか？ 

•立消えち全装置についた煮こぼれなどをふさ取り、 
十分換気をしてから、再度点火してください。 

49 

消乂しやすい。 

-温度センサーび巧れていませんか？ 

-『お手入れ』を参照し、お手入れしてください。 

41 


•鍋び焦げたり、空ださしていませんか？ 

-安全機能のはたらさにより自動消火しています。 
十分換気をし、鍋の状態を確認してから、再度 
点乂してください。 

4已 


-油の温度び高くなっていませんか？ 

-安全機能のはたらさにより自動消火しています。 
十分換気をしてから再度点乂してください。 

4己 


-乂をつけてから約12日分搞温で変化のなし儒合、 

3日分) iU 上たっていませんか？ 

-センサー解除モードに設定してから約日0分(高温 
で変化のない場合、30分)上たっていませんか？ 
※カスタマイズ機能（已日ページ)で設定時間変更 
した場合、上記時間は異なります。 

-コン□消し忘れ消乂機能び作動しています。 

十分換気をしてから再度点乂してください。 

4已 

使用時に『ピー』という 
ブザー音とともに電池 
5* サインび点滅する。 

-乾電池び消耗していませんか？ 

•ブヴー音『ピー』でお知らせし、電池交換サイン 
び点滅します。 

早めに新しいアルカリ乾電池(単]形： 2個）に 
交換してください。 

さらに乾電池び消耗すると使用でさなくなります。 

39 

電源び入っていない 
のに、乂力表示ラン 
プび点滅している。 

-鍋を置さっぱなしにしていませんか？ 

-鍋を長時間置かないでください。 

※鍋を長時間置いているのか、センサーび故障し 
ているのかを判断するため、自動的にセンサー 
をチェックしているためです。 

- 
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圓 □□□□□□□ 


コン□-グリル操作部 

ノはル 


コン□操作部 



シ—卜 


グリル - っ 

〇姿焼〇強め nsem な の^ィ 7— 

〇の身〇標準 
〇干物〇弱め _ 

國圆争 躍)巨丑 


お知5せ表示 



ノはル 


ランプ表示(点滅） 
例 


g 闇 


コン□タイ 7 —表を部(点滅） 

UtB f タイマー設定時間び終了したとき 



シ—卜 


〇タイマー 

左コン □ 

02 0 0 

ちコン □ 

02 0 0 



0180 

0160 0自動消义 
〇140 〇5お保温 

0180 

〇おかゆ〇160 〇自動ミ肖义 
〇ごはん0140 05分保温 


「揚げ||湯ゎ1 

1ちの||かし1 

因閣國 


g 繼 S 

。1(3抄胁1 

〇臟別 





+ 


n 


ノ ナー不着义(点乂に失敗したとき） 

バーナー途中消义 
(煮こぼれや風などで消乂したとき） 

焦げつをや異常高温になったとを 
コン□消し忘れ消义機能が作動したとを 

鍋なし検知が作動したとき 


点乂 /消乂ボタンを「消火の状 
態」に戻してください。 

続けてお使いになるとさは、 
十分換気をしてから、再度点 
乂してください。 


鍋などをのせて再度点火して 
<ださい。 


阻 


センサーチェックが作動したとき 



ランプ表示(点滅） 


グリルタイ 7 —表示部(点滅） 

RffiH タイマー設定時間び終了したとき 




n 

m 



ノ ナー不着义(点义に失敗したとき） 

ノ f ーナー途中消乂 
(煮こぼれや風などで消乂したとを） 

グリ J レ過熱防止センヴーが作動したとき 
(空焼さした場合や、焼さずざた場合） 


m 


グリル庫内び高温になっているとき 



ランプ表示(点滅もしくは、点な） 


r 


占 


電池げ消耗してきたとき 



上記の麵で直らな HHN KS/U 

いときや 、、'欠の表示 

び出たとさ 田固 


B 固 


? し 1 §; 11]§;1 ‘ 


loEM TM n It —ISM 「13 


鍋などを一旦上げてください。続 
けてお使いになるとさは、再度鍋 
をのせて点火してください。鍋を 
上げた状態にしてを、已砂毎のブヴ 
一音『ピー』報知と燃焼ランプの点滅 
び継続した場合は、点検び必要です。 
お買い求めの販売店または、ちよりの 
弊社に連絡してください。 


続けてお使いになるとさは、 
しばらく（約3分程度)待って、 
十分換気をしてから、再度点 
火してください。 


庫内温度び下びるまで、しばらく 
待ってから使用してください。 


r 


卜 

， 


電池を交換して < ださい。 

があ X 吕個） 

点検び必要です。コン□は、点乂 
/消乂ボタンを「消火の状態」に戻 
し、電源スイッチを「切」とし、お 
買い求めの販売店または、ちより 
の弊社に連絡してください。 
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◊エラーで自動消乂した場合は、必ず点乂/消乂ボタンを戾してください。 




































































左コ 
0200 
〇180 
0160 
0140 
揚げ1 

ちの 

ン〇 

〇自動消义 
〇5分保届 
湯わ 
かし 

〇 

的-解席' 

，削)巧し)1 


ちコン [ 
0200 
0180 
〇おかゆ0160 
〇ごはん0140 

炊飯觀 

] 

〇自動消义 
〇5分魚温 
湯ね 
かし 

〇 

如解!' 

。抄巧し） 


グリル操作部 


3秒上同時に押す 


コン□操作部 


才~トパワ~オフ時間の変更方法 

◊グリルタイマーの田夺一で、設定時間を切り替える。（グ IJ ル上乂強点灯時） 
《 ] 分 • 2分 • 3分 • 4分*己分の時間設定びできます D 
例） " S " にすると、才ートパワーオフ時間は、己分になります。（工場出荷時： 3 分） 

コン□消し忘れ消乂機能時間の変更方法 


〇耀夺一で、 


, コン□消し忘れ消火機能時間設定に切り替える。（グ IJ ル下火強点灯時） 

コン□消し忘れ消火機能時間を変更した場合は、タイマー設定可能時間、連続使用最長可能時間 
は、ち表のようになります。 


〇姿焼〇強め 
〇切身〇標準 
〇干物〇弱め 




iifti 

卿 國巨丑出出 


ブリル\ 

0弱 I 


工場出荷時!=> 


コン□消し忘れ 
消乂機能時間 

タイマー設定 
可能時間 

連続使用最長可能時間 

通常時 

センサー解除時 

3日分 

1〜3日分 

3日分 

3日分 

6日分 

1〜6日分 

6日分 

6日分 

9日分 

1〜9日分 

9日分 

6日分 

に日分 

1〜99分 

に日分 

6日分 


◊グリルタイマーの吐 J •巨]夺一で、設定時間を切り替える。 

《30分. 60 分- 90 分-] 20 分の時間設定びできます。（工場出荷時 
例）"弓"にすると、消し忘れ消火時間は、 9 日分になります。 


120分） 


安を-便利機能の ffi いかた 

( カスタマイズ機能) 

1；(下の機能を設定変更することびでさます。 

- オートパワーオフ機能： 工場出荷時は、3分に設定されています。 

- コン□消し忘れ消乂機能： 工場出荷時は、] 20分に設定されています。 

※機器を使用していない状態で操作してください。 

◊電源スイッチを ON にし、] 0秒じ(内にグ IJ ルタイマーの田丰一とコン□タイマーの 
吐 J 夺一を、3秒仪上同時押しする。 

※機器を使用していない状態で操作してください。 

f 点め 


◊國丰一を押す毎に、「才ートノのーオフ機能時間設赴な「コン□消し忘れ消火機能 
時間設定」に切り替わります。 

◊電源スイッチを OFF にするか10秒仪上経つと、ブヴー音『ピー』でお知らせし、表示 
されている時間に自動設定されます。 


弱 

〇 


^-^ ち V-^ 

愚鹽 


グ 


0 


め準め 

強標弱 

〇 〇 〇 

焼身物 

姿の干 

〇 〇 〇 


さ i 


を 
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ガス接続 


09 .己 mm 
ガス用ゴム管 


1 時間当たりのガス消費量 kW 

個別ガス消費量 

全点火時 
ガス消費量 

高乂カノ くーナー 

標準 バーナー 

グ U ル 

4.20 

13.610 kcal/hl 

3.90 

13.350 kcal/hl 

S.97 

に，已已 Okcal/h} 

2.79 

12,400 kcal/hl 

2.21 

11.900 kcal/hl 

2.06 

11.770 kcal/hl 

8.37 

17.200 kcal/hl 

7.79 

16.700 kcal/hl 


化様 


◎本仕様は改良のためお知らせせずに変更することびありますびご了承ください。 


ガステーブルコン □ 

品名コード 

刖面パネル 

トッププレート 

型式名 

HR - P 028 N-DXAHL 

ステンレス 

ブラックミラー 

LW 2146 AL 

LW 2146 AR 

HR - P 028 N-DXAHR 


点 

乂 

方 

式 

連続スパーク点火 





-立消え安全装置 ] 

-電源オートパワーオフ機能 

•□ック機能 J 

-焦げつさ自動消火 ' 

全バーナー） 

ち 

全 

装 

置 

-天ぷら油過熱防止 

-コン□消し忘れ消火機能 

•鍋なし検知機能 . 

-グリル過熱防止センサー 1 

-グ U ル消し忘れ消火機能 J 

> (コン□バ ーナ ー) 


グ U ルバーナー） 

付 


属 

品 

-取扱説明書(保証書付）•クッキングブック-事業所一覧 


-アルカ U 乾電池(単 1 形： 2 個） 


外 

お 

寸 

法 

高さ] 8 日 mmx 幅己 92mmx 奥行 4 己己 mm 

質 


量 

: (本化） 

20K 呂 


スプ 

- 

レ 

ガ j 

グ 


A A 


3 2 
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4 .□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 □ 


□ □□□□□□ 


□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

D 

D 

D 

D 

D 


D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D D 
D D D 
D D D 
□ □ □ 
D D D 
D D D 
D D D 
D D D 
D D D 
D D D 
D D D 
D D D 
D D D 
D D D 
D D D 

D D D 

田日日 

□目 

□目 

□目 

日日の 

日 U 日 

日^日 

日^日 

日 U 日 

田 so 

□ □□ 

□ □□ 

□□田 

[D D 

□「 


D 

D 


D 


日口 

□ □ □ 

□ □ □ 

□ □ □ 

[D D D 

L D D D 

n D D D 

A □ □ □ 

把 □ □ □ 

1 D D D 

田日 


D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

田 

D 

D 

D 

田 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 


D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

□ 


D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 


D D D 
D D D 
D D D 
D D D 
D D D 
D D D 
D D D 
D D D 
D D D 
D D D 
D D D 
D D D 
D D D 
D D D 
D D D 
D D D 

D D D 

D D D 

D D D 

D D P 

目 □ 

□ □口 

A 


2 


D D 

□□包 

□ L 3 

D D 1 

D D D 

D D D 

D D D 

D D D 

D D D 

D 


D 

D 

D 


D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
□ □ 
□ □ 
D D 
□ □ 
□ □ 
□ □ 


D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

□ 

4 

5 

D 

D 

D 

D 

D 

D 


D 

D 

D 

D 

D 

D 

□ 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 


H 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 


D 

D 

D 

D 


□ CD 


田 

D 

D 


□□ 
□ □ 


日日の 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□ □ 
□□ 
□□ 
□□ 
□□ 
□□ 
□□ 


□ 〔 
D 〔 
D 〔 
D 〔 
□ 〔 
□〔 
□〔 
□〔 

D 
D 
□ 
D 
D 
D 
D 
D 


D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 


□□ 
□ □ 
□ □ 
D D 
D D 

D D 

D D 

D D 

D D 

D D 

D 


D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 


D 

D 

D 

D 

D 

5 

D D 
□ □ 
D D 
□ □ 
D D 
□ □ 
D D 
D D 
□ □ 
D D 
□日 
D D 
□日 
D D 
D D 
□ □ 
D D 
D D 
□日 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 
D D 


52 












Memo 


53 


巧証書 


保証書 


品名コード HR - P 028 N-DXAHL - HR - P 028 N-DXAHR 
型式 名 LW 2146 AL - LW 2146 AR 

上記本体をお買い上げいただきましてありびとうございます。この保証書は、東京ガス供給区域内において、都市ガスにてご使用にな 
る場合に、本書記載内容で無料修理をお約束するものです。 

言己 

1 . 保証期間は、お買い上げの曰から]年間とし、本体を対象にします。なお、下記部品については、別途 iU 下の年数 
を保証します。 

電装基板…3年 

2. 万一故障の場合は、お買い上げの販売店または、わよりの東京ガスへお申し出下さい。原則として、出張修理いた 
しよ9 〇 

3. サービス員びお伺いした時に、保証書をご提示下さい。 

4. 保証期間内においても、次の場合は有償修理といたします。 

( 1 ) 住宅用途(外でご使用になる場合の不具合。 

(2) 取扱説明書等の記載事項によらないでご使用した場合の不具合。 

(3) 機器を調整、改造された場合の不具合。（但し、当社都合の場合はのぞさます。） 

(4) お買い上げ後、取付場所の移動、落下等による不具合。 

(日）建築躯体の変形等機器本体 iU 外に起因する当該機器の不具合、塗装の色あせ等の経年変化またはご使用に伴 
う摩耗等により生じる外観上の現象。 

(巳）強い腐食性の空気環境に起因する不具合。 

(7) 犬、猫、ねずみ、昆虫等の動物の行為に起因する不具合。 

(8) 乂災や凍結、落雷、地震、噴乂、洪水、津波等の天変地異または戦争、暴動等の破壊行為による不具合。 

(9) 指定規格(外のガスをご使用したことに起因する不具合。 

( 1日）本保証書を紛失された場合。 

日.無料修理やアフターサービス等についてご不明な場合は、お買い上げの販売店または、もよりの東京ガスへお問い 
合わせ下さい。 


保証履行者：東京ガス株! 


保証責任を： 



巧式をな/\^| PRD 


干] 0己-8己27 

東京都港区海岸1 T 目日番20号 
〒己己 4-00 S 3 

大阪市此巧区春日出南 3-2-1 日 






■お買い上げおよび,眼売店 _ 

お買い上げ曰 r 平成 年 巧 曰 


販 売 

店 


扱 


住 

所 


者 


電話蚕 



巧 



修理記録 

この本体の修理記録は、機器のち側面内側の機器分解シート内に記録します。 

■お客さまへ 

1 . この保証書をお受け取りになる時に、販売年月日、販売店、扱者印び記入してあることを確認して下さい。 

2 . 本保証書は再発行いたしませんので紛失されないように大切に保存して下さい。 

3. 無料修理期間経過後の故障修理等につさましては「アフターサービス」の項をご覧下さい。 

4. この保証書によって保証書を発行している者(保証履行者•保証責任者)、およびそれ外の事業者に対 
するお客さまの法律上の権利を制限するわのではありません。 
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